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函館市立大森浜小学校、函館市中央図書館の取組 

○学校と公立図書館が連携した授業づくり 

 図書館司書、学校司書との連携 

 大森浜小学校では、第３学年国語科の「こ

とわざ・慣用句」の単元において、単元の指

導計画に、図書資料を活用して自分の調べた

いことわざ・慣用句を調べ、発表する言語活

動を位置付け、児童が多様な情報から自分の

考えをまとめることができるよう、中央図書

館と連携を図り、学習環境を整備しました。 

 授業づくりに当たっては、児童が豊富な図

書資料をもとに主体的な学習ができるように

するため、中央図書館や近隣校から図書資料

の提供を受けました。児童は、一人２冊以上

の図書資料を手元に置き、黙々と慣用句を調

べる学習に取り組む姿が見られました。 

また、児童が調べ学習を行うに当たり、目

的に応じて適切に選書を行うことができるよ

う、授業者、学校司書、中央図書館司書が連

携して授業を進めました。中央図書館司書か

ら日本十進分類法などの配架の説明や選書す

る際の助言を児童が受け、必要な情報を集め

ることができるよう支援しました。授業実践

に当たっては、授業者と学校司書、中央図書館

司書が授業の構想や活用する資料などについて

共通理解を図り、効果的な指導が行うことがで

きるよう本時案に児童への「支援の手立て」を

位置付けるとともに、丁寧な打合せを行いま

した。 

中央図書館司書から日本十進分類法についての説明 

児童が中央図書館司書から助言を受ける様子 

学習活動における児童への支援の手立てを明示し、授業者、
学校司書等と連携して指導できるように工夫 


